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背景 
中強度運動による認知機能の維持・改善効果が多く報告されている．運動と認知機能改
善を媒介している変数として，神経可塑性を促進する BDNF(Brain-Derived Neurotrophic 
Factor;脳由来神経栄養因子)が考えられる．BDNF は，主に中枢神経系から神経活動依存性
に放出され，血液脳関門を通過し，末梢血液中にも流出する．脳血流増加は局所の神経活
動亢進を反映しており，運動中には前頭前野領域や海馬で血流増加が生じることが報告さ
れている．以上より，運動により脳血流増加（神経活動亢進）が生じ，BDNF が放出され，
神経可塑性が促進されることで，認知機能の維持・改善効果が生じるものと予測される． 
運動を高齢者へ適応する際には，身体にストレスがかからない低強度運動が推奨されて
おり，低強度運動でも BDNF 増加のトリガーとなる脳血流増加が生じるのかを明らかにする
必要がある． 
目的 
認知機能の維持及び改善に対する低強度運動の有効性を，脳血流を指標として検討する． 
方法 
・若年成人男性を対象に，低強度運動が脳血流に及ぼす影響を検討するため，カルボーネ
ンの式より求めた低強度(30%HRmax)の自転車漕ぎ運動を行った． 
・運動時の前頭前野領域の脳血流を近赤外線分光法による光トポグラフィ装置 ETG－7100
（株式会社日立メディコ製）を用いて測定し，運動時の脳血流の変化を観察した． 
・独立成分分析を用いて，光トポグラフィ測定データから皮膚血流の影響を除去した． 
結果 
・光トポグラフィの脳血流測定データでは，運動負荷の変化に伴って一過性に減少し，そ
の後，安静時値よりも増加する波形を示した． 
・独立成分分析を用いて，測定データから皮膚血流成分の除去を行うと，波形の大きな変
動が軽減し，脳血流の直線的な増加が観察された． 
考察 
本研究では，低強度運動により前頭前野領域の血流増加傾向が確認された．よって脳血
流増加領域の神経活動亢進により BDNF が放出され，末梢血液中でも BDNF が増加している
可能性がある．運動を高齢者へ適応する際には，身体にストレスがかからない低強度運動
が推奨されており，今回の結果は，低強度運動が高齢者の認知機能の維持・改善に有効で
かつ安全な介入方法である可能性を示唆している． 
今回の結果を受け，次のステップとして，運動前後に採取した血液から血清 BDNF 量を測
定し，運動に伴う BDNF 量の変化を検討する．（血清 BDNF 測定に関しては現在研究進行中で
あり，近畿大学医学部附属病院にて，2011 年 5 月中旬より測定開始予定である） 
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